
公園内ではルールやマナーを守りましょう

用水路にごみを捨てないでください

問い合わせ先　建設水道課都市計画係　（32）3129

　子どもから大人までたくさんの人が交流や憩いの場とし
て利用する公園ですが、ルールやマナーを守らない一部の
方の行為により、多くの利用者に不快感を与えてしまうこ
とになります。
　特に以下の3つのルールやマナーが守られていません。
　ルールやマナーを守って使用しましょう。

火気厳禁
　公園内での花火やバーベキューなど火を使う行為は火事
の危険、また他人の迷惑となるため禁止としています。ま
た、このような行為を発見した場合は速やかに役場に連絡
してください。

ごみの処分は自己責任で行う
　各自が責任をもってごみを持ち帰る姿勢が公園の美化につながります。特に空き缶、ペットボトル、
タバコの吸い殻が多く見受けられます。各自ごみは持ち帰り処分してください。

ペットはリードにつなぎ、フンの後始末は飼い主が行う
　公園内でペットを散歩させる場合は、必ずリードをつけてください。また、ビニール袋などを持って、
フンは必ず持ち帰って始末してください。小さい子どもたちが遊ぶ際に触ってしまうなどの被害が起き
る可能性があります。

　近年、用水路へのごみの不法投棄が多く見受けられます。
　そのごみが下流で詰まり、思わぬ事故を引き起こすこと
があります。また、有害物質を含むごみもあり、水質汚染
にも繋がりかねません。
　用水路に限らず、ごみの不法投棄は犯罪行為であり、罰
則を科されます。更に、時節柄、用水路周辺で草刈り等を
する機会が多くなると思いますが、刈った草等は絶対に用
水路に流さないでください。
　下流では、その用水を利用している方がいることを心に
留めて、安全な用水路の管理にご協力をお願いします。

問い合わせ先　用水路の管理について　　産業経済課耕地林務係 （32）3113
　　　　　　　ごみの不法投棄について　町民課環境衛生係 （32）3114

より良い公園にするためには利用者一人ひとりの協力が必要です。
公園内のルールやマナーを守って、誰もが気持ちよく利用できる公園にしましょう。

用水路にたまったごみ

雪窓公園に捨てられていたごみ
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みんなで防ごう水の事故

 　いよいよ夏本番、6月～8月に掛けてプールや川遊び等で水に触れる機会が増えるとともに水に関
わる事故も増加していきます。特にお盆期間中は水の事故が発生する危険が多く注意が必要です。
　総務省消防庁より、昨年発表された平成27年中の救助出動件数　87,636件の内水難事故は4,037
件もあり前年よりも144件増となっております。以下の注意点を守って安全に水遊びしましょう。

　大人であっても死亡に繋がる不慮の事故は起こり得ます。必ず周りに人がいる状況で
行いましょう。

①1人での釣りや水遊びは絶対にしない。

　水深の浅いところでも目を離した隙に転倒し溺れてしまうことあります。また川の幅
の広いところでは急に水深が深くなる場所もあり足を取られてしまうこともあります。
子どもと一緒に水遊びをする際には大人は目を離さないようにし、子供だけの水遊びは
させないようにしましょう。

②子どもだけでの水遊びは絶対にしない、させない。

　体調が優れない時や飲酒している際には体に負担がかかり、思うように体が動かず事
故につながる可能性が高くなります。

③不健康状態や飲酒している状況では泳がない。

　水遊びに必要な準備をすることにより事故の危険を避けられます。
④準備をしっかりしよう。

●周りに協力を求める。
　一人で助けようとせず周りに協力を求めると共に必ず119番通報をおこないましょう。

●できるかぎり泳がない方法で助ける。※1
　浮き輪や空のペットボトル、クーラーボックス等を投げて溺れている人を浮かせるよ
うにしましょう。長いロープや長い棒を使用して引っ張り上げましょう。

※1　 泳いで助ける方法もありますが、泳ぎが得意な人であっても溺れている人に抱き付かれて
しまい一緒に溺れてしまうことがあります。他に手段がない場合の最終手段としてください。

溺れている人を見つけたら…

□ 帽子
□ 飲み物
□ ライフジャケット
□ 履きなれた運動靴またはウォーターシューズ（サンダルは×）
□ 水に濡れてもいい服装

お出かけ前にみんなで準備しよう！
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